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３月１３日（木）卒業式が行われ、１７７名の卒業生が六中を巣立っていきました。手渡した卒

業証書の通し番号は、１５８４１番までで約１万６千人が六中を卒業したことになります。 

卒業式で以下の話をしました。 

 

令和六年度 卒業証書授与式 式辞 

 

百七十七名の卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。（中略） 

 さて、本日の卒業にあたり、皆さんにはなむけの言葉を贈ります。 

『耐雪梅花麗』 

これは、西郷隆盛が詠んだ漢詩の一部です。『雪に耐えて 梅花 麗し』と読みます。この詩の   

意味は、梅の花は、厳しい冬の寒さを耐え忍ぶからこそ、春に美しい花を咲かせることが出来る、

という意味です。言い換えると、人はつらい試練や困難を乗り越えた後は、大きく成長し、飛躍 

することが期待できる、ということになります。（中略） 

この詩の中の「雪」とは皆さんにとって、どのようなことでしょうか。小学校高学年から始  

まった、コロナ禍でしょうか。仲間と勝利を目指し、厳しい練習をした、部活動でしょうか。  

また、希望の進路に進むため、夜遅くまで頑張った、受験勉強でしょうか。それとも、仲間と  

思いがすれ違い、思い悩んだ友人関係でしょうか。中学校での三年間の中で、様々な試練や困難

が、あったことと思います。しかし、それらに対峙し、向き合ったことで、皆さんが大きく成長

できたことは間違いありません。まさに、冬の雪を耐えた梅の花が、春に麗しく咲き誇るように、

飛躍する準備は十分できています。 

そこで、これからの人生において皆さんに心がけてほしいことをお話しします。それは、 

あえて「困難な道を選ぶ」ということです。皆さんのこれからの人生は、分かれ道の連続です。

右に行くのか、左に行くのか、それともまっすぐ行くのか。今までは義務教育ということもあり、

親や先生などの大人がその分かれ道を、選択してくれました。これからは、皆さん自身が、人生

の分かれ道を、一つひとつ選択しながら、進んで行くことになります。その選択において、楽な

道を選ばず、あえて困難な道、自分にとってつらい道を選ぶことを心がけてください。なぜなら

ば、これからの社会は、科学技術の発展により、益々便利な世の中になっていきます。AI など

の人工知能の普及により、人間の仕事が少なくなってしまうことも懸念されています。ですから、

これからは、より人として、より人間としての高い資質が求められてきます。 

 本校の教育目標は「やさしく、たくましく生きる人間に、成長しよう」です。まさに、つらい

試練や困難を経験した人ほど、相手にやさしくすることができ、 

そして自分自身がたくましくなることができます。楽な生き方を 

選ばず、新しいことに挑戦したり、辛く厳しい環境に身を置いたり 

することをお勧めします。皆さんはまだ学生であり、これから大人 

になっていく未成年です。親をはじめ、社会の仕組みの恩恵を受け 
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 今年度末で転退任される教職員 
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ながら生活しています。ですから、未来に向けて、大人になる将来に向けて、自分自身を、高め

ていく責務があると思います。 

この先の人生の中で、楽な道ばかりを選んで進んだ人と、あえて困難な道を選んで進んだ人 

とでは、三年後、さらに十年後、たどり着く場所が大きく異なってくることでしょう。楽な道、

平坦な道を選ぶのは、大人になってからの楽しみに、取っておきましょう。卒業後の、皆さんの

ご活躍を、職員一同、心よりお祈りいたします。 

最後に、本日ご臨席の保護者の皆様、お子様のご卒業、誠におめでとうございます。本日で  

義務教育は終了となりますが、まだ、成人になるまでには、数年間あります。生徒たちにとりま

しては、この第六中学校が母校となります。今後も、お子様の成長を、共に見守っていきたいと

思います。皆様には、これまで本校の教育活動に、温かいご理解と、 

ご支援を賜りましたことを、深くお礼申し上げます。 

結びに、今日まで、卒業生の成長に携わっていただいた全ての 

方々に、厚く、御礼申し上げまして、式辞といたします。 

 

令和七年三月十三日 市川市立第六中学校 校長 河合 滋 

 

 

 

 

                                 

＜転任・退任＞                              本校勤務年数 

教 頭 鈴木 正則 理科 転任 ４年 

教 諭 本間 美咲 ３年副担任・英語科 転任 ７年 

教 諭 新井 大路 ３年２組担任・理科・男子バスケット部顧問 転任 ６年 

教 諭 萩平 恭子 １年４組担任・英語科・野球部、陸上部顧問 転任 ４年 

講 師 内藤 誠也 １年副担任・数学科・女子バレー部顧問 転任 １年 

講 師 清水 秋久 理科・退任 １年 

養護教諭 内田 稚菜 転任 １年 

初任者指導 伊藤  浩 転任 １年 

初任者指導 内田 勝美 退任 ５ヶ月 

学校司書 中村 俊子 退任 １年 

用務員 髙石 達彦 退任  ６年 

学習サポーター・３S 田口奈津子 退任 ２年 

スクールサポートスタッフ 櫻井未来飛 退任 ２年 

たまごプロジェクト 松丸麻菜美 退任 １年 

たまごプロジェクト 岸守 陽花 退任 １年 

 

※お世話になった教職員の異動先は、報道発表後、保護者メールでお知らせします。 

 

※学校ホームページには、普段の学校の様子を発信しています。また、緊急時の連絡の手段として情報発信

することもあります。表題上部のQR コードからご覧ください。 


